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実施機関名・連携機関名 

島根大学大学院教育学研究科・島根県教育委員会 

事業名：   学び続ける教師応援講習(2022) 

―教員免許状更新講習の発展的解消後に向けた取り組み― 

研修等名： 【NITS・島根大学大学院教育学研究科コラボ研修】   学び続ける教師応援講習 

開催日時：令和 4 年８月 20 日(土)～11 月 4 日(金) 

開催場所：島根大学（島根県松江市西川津町 1060） 

※8 月 20 日(土)の講習における YouTube Live 配信を上記の開催場所から行う。 それ以外は DVD や配布

資料の送付・返送による通信講習として実施する。 

参加人数(総数)と参加者の属性:54 人(学校教員 52 人、教育委員会 1 人、学校司書 1 人) 

内容：※全体発表の内容をテープ起こしするなど、具体的に記載してください。研修等の様子は、写真を右に貼り付けてください。 

  実施した講習の内容一覧は右の票の通りである。各講習 6 時間前後で非対面による講習である。 
１.「学習英文法の改善と教材開発」は、YouTube Live 視聴及び配布資料による講習である。一方的な講 

義にのみにならないようにするために、チャット投稿やフォームを使用することによって双方向のやり取りができるように
実施した。動画視聴後、事後の感想の提出をもって受講の完了とした。 

2.「言語・コミュニケーション発達の理論に基づいた障害がある子どもの指導の実際」、3.「算数科授業における
対話的な学びのあり方とその実際」、4.「ゲームが変える学習支援―発達障がい児が楽しく学習するために―」、
5.「学校という場を活かした子どものメンタルヘルス支援」、6.「小学校プログラミング教育のためのプログラミング講
座(基本編)」、7.「国語科における語彙学習」は、DVD 視聴及び配布資料による講習である。それぞれ４週間
弱の講習期間を設け、その間に動画を視聴し事後の感想の提出をもって受講の完了とした。  

成果： ※参加者の声など客観的な情報・データとともに記入して下さい。 

◆講習終了後のアンケートでは満足（「満足した」「だいたい満足した」と回答）した者の割合は 95％であった。 

◆受講者の学びの一例は以下の通りであった。(受講者の事後アンケートより抜粋) 
「非常に分かりやすく科学的に整理されており、講習内容の構成と展開も美しいものでした。指導方法には様々
あるとは思いますが、どの指導法にするか決定する判断材料を得られました。」 
「これまで自分の中にあった固定観念のようなものに気づかされ、もっと今の生徒たちの実態に合った取り組みに
シフトしていこうと思わされる内容でした。」 
「免許更新講習が無くなりましたが、学び続けることは大切なので、時間が調整できるこの方法、興味のある内
容、受講料無料というのは大変良かった。」 
「自分の行っている授業が児童にとって主体的・対話的学びとなっているのか不安に思っていましたが、本講義を
受け自分の授業や対応に自信をもつことができました。」 

このほかにも講習の内容、新たな教師の学びの姿の充実に関する記述や講習に対する感謝の言葉等、多岐にわ
たっての感想があった。 

アイディアや工夫したこと：※3～5 つ程度の箇条書きしてください。 

・免許状更新講習解消後の全国の教員の研修機会の確保、個別最適な学びの促進、研修の受講に伴う移動
の負担の軽減、感染症の感染拡大が生じた場合における確実な研修の実施のために、全て非対面の通信教
育型の講習を提供した。 

・本講習を広く募集するために、当該講習の一覧や申込方法を記載したチラシを作成し、島根県および鳥取県の
教育委員会において本研修の周知を行って頂く。またこれに加えて、島根大学教育学部附属教師教育研究セ
ンター、附属学校園および教育学部が協働で運営する「山陰ティーチャーズ LINE」(登録者数 400 名以上)
や島根大学教育学部附属教師教育研究センターのホームページ上でも同様に周知を行った。併せて、NITS
「新たな教師の学びのための検索システム」に掲載して頂き参加者を募った。 
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＜写真・図など＞ ※会場の熱気や規模がわかる写真、参加者の表情がわかる写真（寄って撮影またはトリミング）を撮影してください。 

 
表 開講講習一覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
図 YouTube Live 配信による講習（学習英文法の改善と教材開発）の様子 

 


